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	当該研究集会等の開催目的及び概要等
	○名称…メタンハイドレート研究開発に関する国際ワークショップ（通称：Fairy Ice WS）、その第8回を札幌で開催する予定である。

○目的…次世代の天然ガス資源として期待されるメタンハイドレート（MH）研究開発を促進するため、主に国際研究協力を企画・検討するための情報交流の場として、1～2年ごとに開催している。
○Steering Committee…米国NRL：Rick Coffin、米国Hawaii大：Stephen Masutani、ノルウェーBergen大：Bjorn Kvamme、日本産総研：成田英夫、日本北大：内田努（Kvamme氏、成田氏：第4回以降、他3名：第1回より）
○過去の開催履歴…第1回2001年：米国・Hawaii、第2回2002年：米国・Washington DC、第3回2003年：チリ・Vina del Mar、第4回2005年：カナダ・Victoria、第5回2006年：英国・Edinburgh、第6回2008年：Norway・Bergen、第7回2010年：New Zealand・Wellington。第8回として、2012年5月に日本（札幌）で開催予定。
○会議の規模…回によって異なるが、30～70名程度。いずれも2.5～3日間開催。ちなみに第7回は、14カ国から約60名の参加があった。ニュージーランド国のエネルギー省からの来賓や、米国エネルギー省からの発表もあった。日本からは産学官より約10名が参加し、経産省のプロジェクトや天然ガス輸送プロジェクトの進捗状況の報告などが行われ、注目された。
○開催方法…開催地のLocal organizing committeeによるハンドリングで、企画・運営が行なわれている。第8回は、北大と産総研MH研究センターとが中心となって企画・運営に当たることになっている。


	
	主な参加予定者

	
	氏　名(年齢)
	所属・職種
	現在の専門
	役 割 分 担

	
	内田努(46)
本堂武夫(62)

古川義純(60)

大賀光太郎(50)

岩花剛(37)

成田秀夫(58)
長尾二郎(45)
R. Coffin(56)
S.M. Masutani(56)
B. Kvamme(58)

I. Pecher(42)


	北大工・准教授

北大・副学長

北大低温研・教授

北大工・助教

北大地球環境科学・特任助教

産総研・MHセンター長

産総研・チームリーダー

米国NRL・主任研究員
米国Hawaii大・准教授

ノルウェーBergen大・教授

ニュージーランドGNS・研究員
	結晶物性
結晶学・地球環境

結晶成長

資源化学

地球環境

化学工学

結晶物性

海洋化学
自然エネルギー

計算科学

海洋科学


	会議企画・運営
会議運営サポート

会議運営サポート

会議運営サポート

会議運営サポート

会議企画・運営

会議企画・運営

会議運営サポート、調整

会議運営サポート、調整

会議運営サポート、調整

会議運営サポート、調整



	準 備 状 況
	（これまでの経過，方法，進捗度等。新規計画の場合は現在具現化している準備状　況について） 
○第7回の会期中に、第8回を日本で開催することをSteering Committeeで決定。
○Steering Committeeメンバーである成田・内田が中心になりLocal organizing committeeを組織し、日時、場所、内容等について検討中。
○日時は2012年5月28日～6月1日、場所は札幌と決定し、イベント会社に見積発注。

○1st Circularを作成し、関係者への会議の周知等を開始。

	当該研究集会等のテーマに関連する国内及び国外における研究動向等
	○非在来型天然ガス資源の一つとして、MH研究開発が世界各地で注目されている。

○日本では「メタンハイドレート資源開発研究コンソーシアム（通称：MH21）」という国プロジェクトが平成13年度より開始されており、日本周辺のMH由来の天然ガス量の調査とその開発技術に関する研究がおこなわれている。このプロジェクトは現時点で世界のトップレベルの成果を上げており、これまで東海沖に賦存するMH堆積帯だけで日本の天然ガス使用量の数十年分の天然ガスが存在することが明らかにされている。また天然ガス貯蔵・輸送媒体としてのMH利用技術の研究開発が進められており、日本はすでに商業化を見据えたプラント研究段階に入っている。このように、日本固有の天然ガス資源として、MH研究開発が注目されている。
○MH資源開発研究は、米国、カナダ、ロシア、韓国、中国、台湾、ニュージーランド、インド、チリ、ノルウェー、ドイツ、等でも実施・計画されており、新しい天然ガス資源としてだけではなく、地球環境へのインパクトに関する研究も進められており、国際共同研究の必要性が高まっている。
○メタンハイドレートに関する研究は世界各地で行われており、その研究成果の発表の場としては、3年に1回開催される国際会議（Int. Conf. Gas Hydrates）が最も大きい。2011年7月に英国Edinburghで開催所定であり、発表件数は700件を超えている。その他にも、関連する国際学会でハイドレートに関する研究セッションが設けられるなど、注目されている。当該研究集会はこうした研究発表を主体とする会議とは異なるスタンスで開催されており、下記に示すようなユニークな研究集会として認識されている会議である。



○これまでの研究成果，アピールすべき点等がありましたら記入願います
	○上記のようにMHへの注目度は増加してきているが、分野をまたぐ研究協力や、複数の国が参加する国際共同研究などについては、研究発表を主体とする学会等での議論では難しく、当該研究集会の果たす役割は年々増加してきている。

○当該研究集会のユニークな点は、研究成果の発表が主体ではなく、各国の研究開発状況を報告することを主体としていることである。また参加者は、いくつかのトピックスについて少人数で行われるBreakout sessionに参加し、そのトピックスに関して研究協力するための議論に参加する。そして、各Sessionの成果は会期中に報告され、他の参加者と情報を共有する。
○これまでに当該研究集会の議論をもとに成立した国際共同研究も多く、インド・韓国・ニュージーランド・チリ・ドイツなどにおける海域MH分布の国際調査、CO2を注入してCH4ハイドレート層からCH4を採取する技術の実地試験、堆積物中にMHを含んだ実験室内試験用模擬試料の国際標準化、などのプロジェクトが挙げられる。



（注１）枠を広げ，複数頁に亘っても差し支えありません。
（注２）本申請に関連のある論文（代表的なもの１編）の抜刷６部添付願います。

応　募　額　積　算　内　訳

部局等名　　　　　工学研究院　　　　　　　

代表者職・氏名　　准教授・内田　努　　　　

【平成２３年度（平成２３年８月～平成２４年３月）】
（単位：千円）

	経　費　区　分
	金　額
	積　算　内　訳

	謝金
消耗品費
	925
75
	会議Web作成・管理費　　一式
（内訳）Web作成・管理　　　　　　　　　　　　　　　300千円

　　　　サーバ使用料　　　　　　　　　　　　　　　 　25千円

　　　　On-line処理システム利用料　　　　　　　　　400千円

　　　　会議受付システム作成・使用料　　　　　　　  200千円

事務用品　　　　　　　　一式

	計
	1,000
	


【平成２４年度】（平成２４年４月～平成２４年９月）　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	経　費　区　分
	金　額
	積　算　内　訳

	役務費
謝金

消耗品費
	745
200

55
	会場資機費　　　　　　　一式
　　（内訳）看板作成費　　　　　　　　　　　　　　　　　100千円

　　　　　　運搬・撤去・設営費　　　　　　　　　　　　　300千円

　　　　　　映像機器使用料　　　　　　　　　　　　　　　345千円

受付業務費　　　　　　　一式

　　（内訳）受付人件費（英語対応：4人日@40千円） 　　　160千円

　　　　　　受付クレジットカード対応　　　　　　　　　　 40千円

事務用品　　　　　　　　一式

	計
	1,000
	


注１）要求額は，定価ベースではなく，納入価ベース（消費税込）で記入すること。

注２）備品費については，極力現有設備の活用を図り必要最低限にとどめること。

注３）謝金の単価の積算にあたっては，積算根拠を記載すること。

注４）「会場使用料（借上料）」は原則として計上しないこと。　


